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平成 29 年度ユネスコスクール年次報告書 
 

 １．学校概要  

学校名 富山市立神通碧小学校 

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫※注１ 

      □中学校      □中高一貫※注２  □高等学校  

      □教員養成大学   □専修学校、各種学校 

       □特別支援学校    

□その他（例：小中高一貫                ） 
※注 1 義務教育学校を含む ※注 2 中等教育学校を含む 

  所在地 〒９３９－２１８４ 

      富山県富山市楡原４０５ 

  E-mail  jinzumidorisho@city.toyama.lg.jp 

  Website http://swa.toyama-city-ed.jp/weblog/index.php?id=toyama067  

  児童生徒数  男子４２名   女子２７名  合計６９名 

        児童・生徒の年齢  ６歳～１２歳 

 

２．報告期間  

 

平成２９年４月～平成３０年３月 

 

３． 活動内容   

（１）活動の概要（８００字程度＋活動内容を表す写真数枚） 

本校では、学校教育目標「心身ともに健康で、意欲的に活動する子供の育

成」のもと、目指す子供像を「み ･･･みんな なかよし ど ･･･ととのえよ

う くらし り ･･･かかわり合い学ぶ子」として日々の教育に当たっている。

そして、ＥＳＤの目標を、『学校の教育活動全体を通して、人格の発達や、自

立心・判断力・責任感等の人間性を育むとともに、他人との関係性、社会と

の関係性、自然環境との関係性を認識し、「かかわり」「つながり」を尊重で

きる児童を育成する。』として実践している。５年目を迎え、教科等の学習内

容も含めた多面的な視点から、地域素材や人材の生かし方や関連のさせ方の

検討を進めている。地域学習を核とし、発達の段階やこれまでの学びの経験

を考慮して、段階的に視野の広がりが生まれる単元を構想し展開することが、

自ら対象に働きかけて学ぶ子供の育成につながると考え、以下の三つの分野

を柱として実践を進めている。 

 ① 生活科や総合的な学習の時間を中心としたＥＳＤに関わる学習 

     低・中学年のＥＳＤ実践は、ＳＤＧｓや教科との関連を意識し、子供た

ちがふるさとの事象に体験を通して繰り返し関われる新しい素材の教材化

に取り組んだ。高学年においてはＪＲ高山本線や「アートマイルプロジェ

クト」の導入など、地域外や海外へと関わりの対象を広げる教材を開発し、

実践を進めた。「アートマイルプロジェクト」では、海外校との協働での壁

画制作を通して、世界平和や貧困の問題など、グローバルな視野をもつき

っかけとなるなど、これまでにはない広がりで学習が展開された。また、

校区外の駅周辺の景観・土地利用の違いや、パートナー国の文化の違い等、

外部との「違い」に触れたことが、改めて自分たちが住む校区や自分たち
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を包み込む文化や環境を見つめ直す学習活動の必然性を生み出し、将来に

わたって自らも貢献しようとする意識にまで高まるなど、学びの可能性を

これまで以上の幅で描くことができた。 

② 児童のボランティア精神を尊重した取組 

      富山ユネスコ協会が主催するイベント「平和の鐘を鳴らそう in 上行寺」

にボランティアを募り、今年度も運営に参画した。イベントは平和の鐘の

音によって“平和への祈りと願い”を表現し、一人ひとりの心の中にある

祈りと願いを地域社会に広げようとの趣旨のもと開催されている。受付係

や接待係、撮影係などの役割で運営に携わった。また、楡原中学校生徒会

が進めた｢服のチカラプロジェクト｣への協力、世界寺子屋運動の一環とし

て行われている書き損じハガキの収集活動への参加など、身近で継続的な

ボランティア参加ができるよう、計画的に取組を配列し、参加の呼びかけ

を進めている。ボランティア活動への参加の評価は、「ユネスコ協会ＥＳＤ

パスポート」を活用し、成長や成果を振り返り励みとなるよう、学期に一

度、学級単位で評価と計画の場を設けている。 

③ 地域行事へ積極的に参加することで郷土への関心や愛情を深める取組 

    地域に伝わる伝統行事（子供神輿・獅子舞等）への参加を奨励する一方

で、地域で実施される三つの地域興し行事（｢猪谷関所飛越ふれあい祭り｣

「細入祭り」「ごへい祭り」に４年生以上の全員が参加するブラスバンドク

ラブが演奏を披露している。この行事での演奏が貴重な発表の場でもある

ため、児童は地域の方に演奏を聴いてもらえることを楽しみに、4月から練

習を始めている。練習から当日の発表までの過程で、子供たちも地域への

愛着を深めている。近年では、演奏にとどまらずＥＳＤの実践で得られた

成果を地域の方に披露する場としても活用している。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
② 「平和の鐘を鳴らそう in上行寺」の運営に携わる ③ 地域の祭りで学習の成果を披露する 

① 駅の待合室に地域の見どころを展示する ① 海外のパートナー校と協働学習を進める 



 

 3 

（２）活動の詳細 

① 活動内容 

ア. 活動分野（複数選択可）  

                            

■ 1. 環境 □ 2. エネルギー □ 3. 防災 □ 4. 生物多様性 
□ 5.気候変動 ■ 6. 国際理解、文

化多様性 
■ 7. 地域の伝統文

化、文化遺産 
■ 8. 人権・平和 

□ 9. 健康・福祉 □ 10. 食育 □ 11. 持続可能な

生産と消費 
□ 12. 貧困 

□ 13. エコパーク □ 14. ジオパーク □ 15.グ ロ ー バ ル シ チ ズ ン シ ッ プ 教 育

（GCED) 
□16.ジェンダー平

等 

■ 17. その他（地域の魅力創生） 

 

イ．活動を通して育みたい資質や能力（複数選択可） 

■ 1. 批判的に考える力 ■ 2.未来像を予測して計画を立てる力 

■ 3. 多面的、総合的に考える力 ■ 4. コミュニケーションを行う力 

■ 5. 他者と協力する態度 ■ 6. つながりを尊重する態度 

■ 7. 進んで参加する態度  

□ 8. その他（自由記入                                      ） 

 

 

ウ．活動時間（複数選択可） 

■ 1. 教科の時間 ■ 2. 総合的な学習の時間 

■ 3. 特別活動等 ■ 4. クラブ活動 

□ 5. その他（自由記述                                          ） 

 

 

エ．使用した教材 （書籍、ウェブサイト、パンフレットなど具体名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.hokuriku-esd.org/（北陸ＥＳＤ推進コンソーシアム） 

https://artmile.jimdo.com/（ジャパンアートマイル） 
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② ユネスコスクールとしての活動を各校の教育課程（指導計画）にどのよう

に位置付けているか。指導内容を適切に定め、指導方法の工夫改善に努め

ているか。（２００～３００字程度） 

※チェック事項 1-2, 1-3 に対応 

 

③ 学校全体で組織的かつ継続的に活動に取り組める体制や環境をつくるため、

どのような取組を行っているか。（２００字程度） 

※チェック事項 1-4 に対応 

 

④ ユネスコスクールとしての活動の質の向上のための学校活動の評価（内部/

外部）の方法・具体的内容と、それによって明らかになった成果と課題。

（２００字程度） 

※チェック事項 1-5 に対応 

 

 

ＥＳＤの実践では、学年ごとに取り上げる分野や領域に配慮し、中学校と

の接続カリキュラムを作成した（資料１参照）。接続に当たって最大限に配

慮したことは、９か年の育ちの中でふるさとに愛着をもち、進んでふるさ

とに関わることから、国際交流などの協働学習を通して世界的な視野から

物事を見つめられる児童・生徒の育成を目指したことである。また、今日

的なＥＳＤの視点をカリキュラムに加味するために、ＳＤＧｓと各学年の

内容との関連を一覧にまとめた実践計画表を作成（資料２参照）し、横断

的な連携と発達の段階の両面を意識して実践に当たれるようにした。 

年度当初に全教員でＥＳＤに関する研修をもち、ユネスコの理念やＥＳＤ

の実施と推進に関しての共通理解を図っている。その際には全員でカリキ

ュラムの検討を行っている。さらに「富山ＥＳＤ講座」「北陸ＥＳＤコンソ

ーシアム」から外部講師を招聘し、カリキュラムや単元構想に関しての指

導を受けてから学習をスタートしている。ＥＳＤの授業を全担任が公開授

業を実施し、事前、事後の検討会を開催して、ＥＳＤの授業力向上に努め

ている。 

６月にＥＳＤをテーマとした公開校内研を開催し、参加者の意見等を反映

させている。ただし今年度は、授業検討会をもてなかったので、次年度の

公開研からは検討会も合わせて開催し、更に具体的な外部評価をもらい反

映させていく予定である。また、学校評議員会にも成果を報告し、意見を

頂いている。来年度は、子供に付けたい力や学習のゴールを明確に描き、

実態に即した単元づくりや効果的に学習を展開できる方法に関しても研修

の重点を置きたい。ＳＤＧｓに関連しては、他教科等で育成を目指す資質・

能力との関連を整理する必要がある。今年度作成した中学校との接続カリ

キュラムを土台として、教科等との横断的な連携、発達の段階との関連を

更に整備していきたい。 
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⑤ ESD の推進拠点としての活動成果の発信方法・内容と、発信により得られ

た効果。（２００字程度）         ※チェック事項 2-2 に対応 

 

⑥ 学校以外の団体との協働・交流・ネットワーク形成（地域コミュニティ、

大学、ＥＳＤ活動支援センター、ＥＳＤコンソーシアムとの連携など） 

（２００字程度） 

                   ※チェック事項 2-3 に対応 

 

⑦ 国内外のユネスコスクールとの交流・ネットワーク形成（２００字程度） 

※チェック事項 2-4 に対応 

⑧ ユネスコスクールの活動による効果について、特筆すべき（特に強調した

い）内容（例えば児童生徒、教員、カリキュラム・教授法、学校経営、地

域・保護者との関係など様々な面でのポジティブな変化）（２００字程度） 

※チェック事項 2-5 に対応 

これまでの項目にも表れているように、「富山ＥＳＤ講座」「北陸ＥＳＤコ

ンソーシアム」からの協力や指導を仰いだ一方で、富山ユネスコ協会との

連携事業に参加したり、ジャパンアートマイル事務局やＪＲ西日本等の関

係機関と連携し実践を進めたりすることができた。 

６月にＥＳＤをテーマとした公開校内研を開催し、活動の経過を披露した。

また、１月には「ＥＳＤ富山シンポジウム」に６年生が参加し、「アートマ

イルプロジェクト」の成果を発表（資料３、４）した。子供自身が他校の

取組や、他校の子供からの感想・意見をもらうことが、自己の取組を深く

見つめる契機となり、学習の深化・統合が進んだことが、子供の学びの変

容から分かった。 

１月に富山市体育文化センターで開催された「ＥＳＤ富山シンポジウム」

には県内１２のユネスコスクールが参集し、各校の実践発表と意見交換が

行われた。また、参加校全てがユネスコスクールではないが、６年生が参

加した「アートマイルプロジェクト」では、プロジェクト参加校の活動の

様子をインターネット掲示板から学び取ったり、推進教師が研修会に参加

したりして、他校の取組に学びながら活動を進めることができた。 
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（３）平成 30 年度の活動計画（２００～４００字程度） 

資料１ ＥＳＤの教育計画（楡原中学校との接続プログラム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度もＥＳＤ公開校内研の開催を６月８日に予定している。内容に関

しては、２学年の授業公開、事後検討会、外部講師の講演を計画中である。

教員だけではなく、学習参観日を兼ねることで、保護者や地域に向けての

理解推進に役立てたい。授業実践については、教材の発掘と単元構想に重

点を置いたこれまでの研修の視点から、これまで開発した単元を活用して、

実態に即した単元づくりや効果的に学習を展開できる方法に関して研修の

重点をシフトしていきたい。ＥＳＤ富山シンポジウムには来年度も参加予

定である。 

 中学校との９か年の接続カリキュラムを作成し、合同で研修を重ねるな

かで、小中の９か年で児童・生徒に付けたい力や育てたい態度が明確にな

った点が特筆すべき点である。双方の教育内容や実践上留意すべきことへ

の共通理解が深まり、具体的な連携策が増えてきている。地域・保護者も

この動きを評価しており、今後一層連携を強め、地域・保護者を巻き込ん

で児童・生徒の望ましい成長が期待される教育課程を作りあげていきたい。 
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資料２ ＳＤＧｓ実践計画表（第６学年のもの） 
                 ※東京都江東区立八名川小学校のものを参考に作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ アートマイルプロジェクトで協働制作した壁画 
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資料４ ＥＳＤ富山シンポジウムで学習の成果を発表する 

 

資料５ アートマイルの取組が報道された例１ 

（北日本新聞 平成２９年１２月２６日付朝刊より） 
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資料６ アートマイルの取組が報道された例２ 

（エコファミリー新聞富山版 平成３０年３月号より） 

 
 

資料７ アートマイルの取組が報道された例３ 

（北日本新聞 平成３０年３月１３日付朝刊より） 

 


